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大
阪
、
京
都
、
神
戸
の
三
商
工
会
議
所
は
、「
２
０
２
６
年
度
関
西
圏
に
お
け
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
産
業
振
興

に
か
か
る
要
望
」
を
取
り
ま
と
め
、
８
月
６
日
付
で
首
相
は
じ
め
関
係
省
庁
な
ど
に
建
議
し
た
。
同
１８
日
に
は
、
三

商
工
会
議
所
を
代
表
し
大
阪
商
工
会
議
所
の
相
良
暁
副
会
頭
が
経
済
産
業
省
、
内
閣
官
房
、
厚
生
労
働
省
を
訪
問
し
、

政
策
支
援
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
意
見
交
換
し
た
。

同
要
望
は
、
相
良
副
会
頭

ら
京
阪
神
三
商
工
会
議
所
の

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
担
当
副

会
頭
に
よ
る
懇
談
会
を
経
て

三
商
工
会
議
所
で
と
り
ま
と

め
た
も
の
。
大
阪
、
京
都
、

神
戸
を
一
つ
の
経
済
圏
・
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
と
し
て
捉

え
、
関
西
に
集
積
す
る
大
学

・
研
究
機
関
、
医
療
機
関
、

製
薬
企
業
、
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
、
も
の
づ
く
り
企
業
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
を
結

び
、
関
西
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
出
と
産
業
化
を
加
速

す
る
こ
と
を
目
指
す
。「
企
業

の
実
情
を
踏
ま
え
た
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
強
化
」「
持
続
可
能

な
医
療
保
険
制
度
の
構
築
」

「
関
西
バ
イ
オ
・
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ス
タ
ー
の
戦

略
拠
点
化
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
に
向
け
た
制
度
・
事

業
環
境
の
整
備
」の
４
本
柱
、

全
２２
項
目
で
構
成
。

今
回
の
訪
問
で
は
、
関
西

に
集
積
す
る
大
学
・
研
究
機

関
、
医
療
機
関
、
企
業
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
強
み

を
活
か
し
、
関
西
バ
イ
オ
・

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ス

タ
ー
を
国
の
成
長
戦
略
や
地

域
未
来
戦
略
上
の
重
点
拠
点

と
し
て
継
続
的
に
支
援
す
る

よ
う
、
各
省
庁
に
求
め
た
。

経
済
産
業
省
で
は
、
山
田

賢
司
副
大
臣
に
対
し
、
地
域

に
根
差
し
た
商
工
会
議
所
な

ど
地
域
支
援
組
織
が
企
業
を

持
続
・
継
続
的
に
支
え
る
仕

組
み
の
重
要
性
を
説
明
。
こ

れ
に
対
し
副
大
臣
は
、
関
西

の
創
薬
・
バ
イ
オ
分
野
が
日

本
全
体
の
成
長
戦
略
上
も
重

要
な
分
野
で
あ
る
と
位
置
づ

け
つ
つ
、
予
算
が
単
年
度
で

あ
る
と
い
う
課
題
に
も
対
応

し
た
う
え
で
、
高
市
政
権
が

推
進
す
る
１７
の
戦
略
分
野
と

し
て
予
算
を
位
置
づ
け
、
近

畿
経
済
産
業
局
と
も
連
携
し

て
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
た
い
と
の
考
え
を
示
し

た
。内

閣
官
房
で
は
、
黒
瀬
敏

文
地
域
未
来
戦
略
本
部
事
務

局
長
に
対
し
、
省
庁
や
自
治

体
横
断
的
な
対
応
に
よ
る
関

西
地
域
の
成
長
支
援
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
商
工
会
議
所
に

よ
る
関
係
自
治
体
や
企
業
を

つ
な
ぐ
役
割
に
も
大
い
に
期

待
し
て
い
る
と
の
発
言
が
あ

っ
た
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
医
政

局
の
安
藤
公
一
医
薬
産
業
振

興
審
議
官
に
要
望
書
を
手
交

し
た
。

大
商
は
引
き
続
き
、
京
阪

神
三
商
工
会
議
所
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
要
望
実
現
と

と
も
に
、
万
博
で
生
ま
れ
た

成
果
を
「
次
の
商
機
」
に
つ

な
げ
、
関
西
の
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
産
業
の
さ
ら
な
る
成

長
を
後
押
し
し
て
い
く
。

【
問
合
せ
】
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
振
興
担
当
�
６
９
４
４

・
６
４
８
４

�
山
田
賢
司
経
済
産
業
副
大
臣（
右
）に
要
望
書
を
手
交
す
る
相
良
暁
大
商
副
会
頭
�

黒
瀬
敏
文
内
閣
官
房
地
域
未
来
戦
略
本
部
事
務
局
長（
右
）に
要
望
書
を
手
交
す
る
相

良
暁
大
商
副
会
頭
�
安
藤
公
一
厚
生
労
働
省
医
政
局
医
薬
産
業
振
興
審
議
官（
左
）に

要
望
書
を
手
交
す
る
相
良
暁
大
商
副
会
頭
�
い
ず
れ
も
８
月
１８
日
、東
京
・
千
代
田
区

大
阪
・
関
西
万
博
で
披
露

さ
れ
た
先
端
技
術
の
実
装
化

等
を
オ
ー
ル
関
西
で
支
援
す

る
「
未
来
創
造
会
議
」
の
第

３
回
会
合
が
８
月
２４
日
、
大

阪
市
内
で
開
か
れ
た
。
大
阪

商
工
会
議
所
の
鳥
井
信
吾
会

頭
（
関
西
商
工
会
議
所
連
合

会
会
長
）
を
は
じ
め
、
松
本

正
義
関
西
経
済
連
合
会
会

長
、
三
笠
裕
司
関
西
経
済
同

友
会
代
表
幹
事
、
吉
村
洋
文

大
阪
府
知
事
、
横
山
英
幸
大

阪
市
長
ら
が
出
席
し
た
。

実
装
化
に
取
り
組
む
分
野

の
一
つ
に
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
」
が
選
定
さ
れ
て

い
た
が
、
今
回
、「
バ
イ
オ
も

の
づ
く
り
の
社
会
実
装
」
や

「
関
西
を
起
点
と
し
た
水
素

等
の
社
会
実
装
と
需
要
創
出

に
向
け
た
取
組
」
な
ど
、
４

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

が
決
ま
っ
た
。
今
後
、
運
営

法
人
を
設
立
し
、
ミ
ャ
ク
ミ

ャ
ク
な
ど
万
博
の
Ｉ
Ｐ
の
管

理
・
運
営
を
担
う
方
向
性
に

つ
い
て
も
確
認
し
た
。

同
会
議
共
同
代
表
の
鳥
井

会
頭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
に
賛
同
を
示
し
た
上

で
、「
今
後
も
、
オ
ー
ル
関
西

の
ト
ッ
プ
が
集
う
こ
の
「
未

来
創
造
会
議
」を
ベ
ー
ス
に
、

万
博
レ
ガ
シ
ー
の
取
り
組
み

を
具
体
化
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
閉
会
の
あ
い

さ
つ
を
締
め
く
く
っ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

発
言
す
る
大
商
の
鳥
井
信
吾
会

頭
（
右
端
）
�
８
月
２４
日
、
大

阪
市

「新事業共創ファーム」の一環の「ファームコ
ミュニティ交流会」のプレ企画には６０社６３人が
参加した�８月２１日、大阪市北区

大
阪
商
工
会
議
所
と
堺
商

工
会
議
所
、
大
阪
府
商
工
会

連
合
会
は
、
大
阪
府
内
全
て

の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
と

連
携
し
、
１０
月
１４
、
１５
日
に

「
大
阪
勧
業
展
２
０
２
６
」

を
開
く
。
同
展
示
会
は
府
内

の
企
業
・
団
体
が
一
堂
に
会

し
、
自
慢
の
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
多
業
種

型
の
総
合
展
示
商
談
会
。

今
回
は
２１
回
目
。
約
３
６

０
企
業
・
団
体
が
出
展
予
定

で
、
そ
の
う
ち
３
分
の
１
が

初
出
展
。
業
種
は
金
属
、
機

械
・
器
具
・
部
品
、
化
学
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
繊
維
、
建
設

・
建
材
、
生
活
関
連
用
品
、

環
境
・
衛
生
、
食
品
、
紙
・

印
刷
、
情
報
・
通
信
、
サ
ー

ビ
ス
、
各
種
団
体
な
ど
の
全

１２
業
種
。

前
回
の
来
場
者
か
ら
は

「
出
展
者
の
説
明
が
丁
寧
だ

っ
た
」「
出
展
企
業
が
多
く
、

活
気
が
あ
っ
た
」「
商
談
が
ま

と
ま
っ
た
」「
次
回
も
伺
い
た

い
」「
次
回
も
来
場
し
た
い
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
に
Ａ
Ｉ
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
追
加
し
、

来
場
者
の
興
味
に
即
し
た
オ

ス
ス
メ
出
展
企
業
を
、
質
問

す
る
だ
け
で
簡
単
に
検
索
で

き
る
。
当
日
は
オ
ス
ス
メ
企

業
リ
ス
ト
に
沿
っ
て
効
率
よ

く
ブ
ー
ス
を
巡
り
、
成
約
可

能
性
が
高
い
商
談
が
可
能
。

１０
月
１４
、
１５
日
午
前
１０
時

〜
午
後
５
時
、
マ
イ
ド
ー
ム

お
お
さ
か（
大
阪
市
中
央
区
）

で
。１５
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

【
問
合
せ
】
運
営
事
務
局
�

６
９
４
４
・
６
２
４
２

記念撮影するブルームバーグのノーマン・トゥエイボー
ム日本統括責任者（左端）、大商の鳥井信吾会頭（左から
２人目）ら�７月３０日、大阪市北区

大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月

２１
日
、
都
心
型
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
「
Ｘ
ｐ

ｏ
ｒ
ｔ
」（
大
阪
市
北
区
）で
、

「
〜
そ
の
事
業
計
画
、本
当
に

生
き
て
ま
す
か
？

〜
経
営

大
学
院
講
師
に
学
ぶ
�
事
業

計
画
の
正
解
�」を
開
い
た
。

万
博
レ
ガ
シ
ー
の
具
体
化

に
向
け
て
、
大
商
が
京
都
・

神
戸
の
商
工
会
議
所
と
連
携

し
、
中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
新
た
な
技
術
・
サ
ー
ビ

ス
の
社
会
実
装
（
上
市
）
を

支
援
す
る
「
新
事
業
共
創
フ

ァ
ー
ム
」の
一
環
で
、新
事
業

創
出
を
目
指
す
中
小
・
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
と
大
企
業
や
支

援
機
関
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
拡
大
す
る
「
フ
ァ
ー

ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
会
」

の
プ
レ
企
画
と
し
て
実
施
。

企
業
の
事
業
計
画
策
定
・

実
行
を
支
援
し
、
経
営
大
学

院
の
講
師
も
務
め
る
、
プ
ロ

フ
ィ
ナ
ン
ス
の
木
村
義
弘
代

表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
登
壇

し
、「
事
業
を
成
長
さ
せ
る

�
事
業
計
画
の
正
解
�
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。
事
業
を
進
め

る
中
で
必
ず
一
度
は
作
成
す

る
「
事
業
計
画
書
」
を
、
事

業
の
成
長
に
活
用
す
る
た
め

の
具
体
策
を
紹
介
し
た
。

名
刺
交
換
会
は
新
規
事
業

に
ま
つ
わ
る
「
あ
る
あ
る
」

を
テ
ー
マ
に
参
加
者
が
自
ら

の
経
験
を
紹
介
。
中
小
企
業

や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
支
援

機
関
な
ど
か
ら
６０
社
６３
人

が
、
業
種
の
壁
を
超
え
活
発

に
交
流
し
た
。
終
了
後
に
は

講
師
も
交
え
た
懇
親
会
を
開

催
し
た
。

「
新
事
業
共
創
フ
ァ
ー
ム
」

は
、
１０
月
ご
ろ
に
本
格
始
動

を
予
定
。
フ
ァ
ー
ム
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
流
会
は
、
今
後
定

期
的
に
開
く
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大阪商工会議所では、「令和８年熊本
地震」により被災した事業者等の一日
も早い復旧・復興のため、災害支援金
を募集しています。ご協力賜りますよ
うお願い申しあげます。
同支援金は、九州商工会議所連合会

へ送金し、同連合会から、被災した商
工会議所および商工会議所連合会へ寄
贈します。なお、同支援金は一般寄付
での取り扱いとなりますので、あらか
じめご了承ください。
お申し込み方法などの詳細は、ホー

ムページ（https���www.osaka.cci.or.
jp�b�pdf26／20260821kumamoto.pdf）
をご覧ください。
◇受付期間�９月１０日まで
◇支援金額�１口１万円×ご希望の口
数
問合せ 総務担当�６９４４・６２１５

大
阪
商
工
会
議
所
は
、「
国

際
金
融
都
市
・
大
阪
」
の
実

現
に
向
け
た
推
進
委
員
会
に

メ
ン
バ
ー
（
副
委
員
長
�
鳥

井
信
吾
・
大
商
会
頭
）
と
し

て
参
画
し
て
い
る
。

同
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
招

い
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
７
月

３０
日
、国
立
国
際
美
術
館（
大

阪
市
北
区
）
で
開
か
れ
、
鳥

井
会
頭
が
出
席
し
た
。
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
主
催
し
た
の

は
、
金
融
・
経
済
情
報
を
提

供
し
て
い
る
情
報
サ
ー
ビ
ス

会
社
の
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
。

同
社
の
日
本
統
括
責
任
者

ノ
ー
マ
ン
・
ト
ゥ
エ
イ
ボ
ー

ム
氏
や
大
阪
府
の
吉
村
洋
文

知
事
、
大
阪
市
の
横
山
英
幸

市
長
も
参
加
し
、
鳥
井
会
頭

の
音
頭
で
一
同
が
乾
杯
し

た
。鳥

井
会
頭
は
、
大
阪
の
特

徴
と
し
て
、
都
市
と
し
て
の

住
み
や
す
さ
に
加
え
、
情
に

厚
い
市
民
性
や
、
本
音
を
大

切
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ス
タ
イ
ル
を
挙
げ
、
そ

の
よ
う
な
強
み
を
有
す
る
大

阪
に
世
界
か
ら
投
資
家
を
惹

き
つ
け
る
た
め
、
国
際
金
融

都
市
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
金

融
面
の
支
援
を
呼
び
か
け

た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

「令和８年熊本地震」で被災した熊
本県内企業の復興支援のため、大阪商
工会議所は１１月１３日、マイドームおお
さか（大阪市中央区）で開く「第３０回
買いまっせ！売れ筋商品発掘市」の熊
本県内企業の参加費を特別価格に設定
する。通常、会員９，０００円、一般１８，０００
円のところ、熊本県内企業については
会員・一般とも９，０００円とする。
売れ筋商品発掘市は、大手流通業約

８０社のバイヤーが買い手企業として
「ブース」を構え、そこに全国の中小
製造業、卸売業が売り手企業として商
材を売り込む「日本最大級」
の売り込み型商談会。
問合せ 流通・サービス産業

部�６９４４・６４４０

大
阪
府
、
大
阪
市
、
大
阪

商
工
会
議
所
な
ど
地
元
自
治

体
や
経
済
団
体
で
構
成
す
る

「G
lobal

Startup
EX
PO
2026

実
行
委
員

会
」
は
、
１０
月
５
〜
７
日
、

世
界
を
代
表
す
る
デ
ィ
ー
プ

テ
ッ
ク
の
国
際
イ
ベ
ン
ト

「G
lobal

Startup
EX
PO
2026

（G
SE
2

026

）」を
、
う
め
き
た
、
中

之
島
エ
リ
ア
を
中
心
に
開

く
。
国
内
外
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
が
集
い
、
ブ
ー
ス
出
展

や
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
、
著
名

な
登
壇
者
に
よ
る
講
演
な
ど

を
多
数
実
施
す
る
。

同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
あ

わ
せ
関
西
圏
で
５０
を
超
え
る

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。

大
商
で
は
同
６
日
に
医
療
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
の
国
際
ピ

ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
世
界
決

勝
（G

lobal
Pitch

S
how
dow
n

）、
同
６
、
７

日
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
新

技
術
の
実
証
・
体
験
イ
ベ
ン

ト
、
８
日
に
大
学
発
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
「U

-ST
A
R
T
U
P

K
A
N
SA
I2026

」
の
オ

ー
プ
ン
ピ
ッ
チ
を
開
く
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

コ
ー
ヒ
ー
と
Ｂ
Ｙ
Ｄ

バ
ン
コ
ク
に
赴
任
し
て
４

カ
月
。
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
の
コ

ー
ヒ
ー
は
食
後
に
、
と
店
員

に
伝
え
た
つ
も
り
が
、
食
前

に
出
て
き
た
。
学
生
時
代
に

中
国
語
を
学
ん
だ
お
か
げ

で
、
北
京
駐
在
で
は
あ
ま
り

感
じ
な
か
っ
た
が
、
言
葉
が

通
じ
な
い
と
い
う
の
は
本
当

に
も
ど
か
し
い
。
タ
イ
語
も

早
く
勉
強
を
始
め
な
く
て

は
。
食
後
に
ぬ
る
く
な
っ
た

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
気

を
引
き
締
め
た
。

街
を
歩
く
と
、
漢
字
の
看

板
や
中
国
語
の
メ
ニ
ュ
ー
に

つ
い
目
が
行
く
。
タ
イ
文
字

や
英
字
よ
り
、
視
線
が
無
意

識
に
漢
字
を
探
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
中
国
語
を

試
し
て
も
ほ
ぼ
通
じ
な
い
。

華
人
系
の
人
が
多
く
、
ア
ヌ

テ
ィ
ン
首
相
も
家
庭
で
は
広

東
語
を
話
し
て
い
た
と
語
っ

て
い
た
が
、
暮
ら
し
の
中
で

は
す
っ
か
り
「
タ
イ
」
だ
。

一
方
、
産
業
面
で
は
中
国

の
存
在
感
が
高
ま
っ
て
い

る
。
配
車
ア
プ
リ
Ｇ
ｒ
ａ
ｂ

で
車
を
呼
ぶ
と
Ｂ
Ｙ
Ｄ
が
や

っ
て
来
た
。
初
め
て
乗
る
Ｂ

Ｙ
Ｄ
の
静
か
な
車
内
か
ら
渋

滞
を
眺
め
な
が
ら
、
中
国
製

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
が
タ

イ
人
の
暮
ら
し
に
溶
け
込
ん

で
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

言
葉
で
は
戸
惑
い
、
街
で

は
新
し
い
発
見
が
あ
る
。
仕

事
で
は
産
業
の
変
化
も
見
え

て
く
る
。
こ
の
先
の
バ
ン
コ

ク
ラ
イ
フ
に
は
、
ど
ん
な
出

来
事
が
待
っ
て
い
る
の
か
楽

し
み
だ
。

（
Ｎ
Ｐ
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

９月に五代友厚メモリアルデイズ �
１１月にインド経済・現地人材視察団 �
三菱電機と住友理工から技術シーズ�
万博レガシーイベントが盛況 �

�令和８年熊本地震�
災害支援金ご協力お願い

熊本県企業を支援
商談会事業の参加費を特別価格に

京阪神３商が
国などに要望

国内外から先端技術の
スタートアップが集結
１０月５～７日、ＧＳＥ２０２６

関関
西西
のの
ララ
イイ
フフ
ササ
イイ
エエ
ンン
スス
産産
業業
振振
興興
へへ

相
良
副
会
頭
が
直
接
建
議

１０月１４、１５日

自
慢
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
一
堂
に

▼詳細は
こちら

オ
ー
ル
大
阪
の
総
合
展
示
商
談
会

▼詳細は
こちら

�
国
際
金
融
都
市
・
大
阪
�実
現
へ

鳥
井
会
頭
が
イ
ベ
ン
ト
で
あ
い
さ
つ

�カーボンニュートラル�で
４プロジェクト実施が決定

�未来創造会議�第３回会合

新
事
業
共
創
フ
ァ
ー
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
へ
交
流
会

https���www.osaka.cci.or.jp�
dnews�
ログインＩＤ d2026
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社員がイキイキ働く職場風土のつくり方を人材育成の観点で学ぶ社員がイキイキ働く職場風土のつくり方を人材育成の観点で学ぶ社員がイキイキ働く職場風土のつくり方を人材育成の観点で学ぶ社員がイキイキ働く職場風土のつくり方を人材育成の観点で学ぶ
人事担当者のための「今の時代の人材育成体系の作り方」基礎研修＜全２回＞人事担当者のための「今の時代の人材育成体系の作り方」基礎研修＜全２回＞人事担当者のための「今の時代の人材育成体系の作り方」基礎研修＜全２回＞人事担当者のための「今の時代の人材育成体系の作り方」基礎研修＜全２回＞

管理職になるまでに身につけるべき心構えと３つの能力強化講座管理職になるまでに身につけるべき心構えと３つの能力強化講座管理職になるまでに身につけるべき心構えと３つの能力強化講座管理職になるまでに身につけるべき心構えと３つの能力強化講座
中堅社員・リーダーのための「基礎力」の強化・管理能力養成！中堅社員・リーダーのための「基礎力」の強化・管理能力養成！中堅社員・リーダーのための「基礎力」の強化・管理能力養成！中堅社員・リーダーのための「基礎力」の強化・管理能力養成！
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若手・中堅社員のためのライフ＆キャリアデザイン研修若手・中堅社員のためのライフ＆キャリアデザイン研修若手・中堅社員のためのライフ＆キャリアデザイン研修若手・中堅社員のためのライフ＆キャリアデザイン研修
組織の中でキャリアの方向性が見える！明日から前向きに仕事に取り組める！組織の中でキャリアの方向性が見える！明日から前向きに仕事に取り組める！組織の中でキャリアの方向性が見える！明日から前向きに仕事に取り組める！
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大
阪
商
工
会
議
所
は
８
月

２４
日
、
万
博
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ

レ
ン
ジ
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
事
業
「
共

創
脈
々
―
あ
ほ
ち
ゃ
う
ビ
ジ

ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
」
第
３
回

ビ
ジ
ネ
ス
勉
強
会
＆
グ
ル
ー

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
大
商
で

開
い
た
。

勉
強
会
で
は
、
サ
ン
ト
リ

ー
の
鳥
井
和
之
リ
キ
ュ
ー
ル

・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
部
技
術
顧

問
、
中
島
俊
治
白
州
蒸
溜
所

工
場
長
、
片
岡
啓
介
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が

登
壇
。「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ク
ラ

フ
ト
ジ
ン
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」
開
発

の
舞
台
裏
を
語
っ
た
。

続
く
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
る
中
小
企
業
診

断
士
の
永
井
俊
二
氏
が
「
対

話
」
の
重
要
性
を
説
明
し

た
。そ

の
ほ
か
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
務
め
る
リ
ゲ
ッ
タ
の
高

本
泰
朗
社
長
、
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
Ａ

Ｋ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
の
高
橋
輝
明
社
長
が
、
万

博
で
展
示
し
た
「
宙
に
浮
く

靴
」
の
着
想
に
至
る
経
緯
を

紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
３３
社
が
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
初
顔
合

わ
せ
を
実
施
。
ブ
レ
イ
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
を
行
い
、
今
後

の
共
創
に
向
け
た
議
論
を
深

め
た
。

各
社
は
今
後
も
各
「
共
創

グ
ル
ー
プ
」
で
ア
イ
デ
ア
を

磨
き
、
来
年
２
月
の
表
彰
式

に
向
け
て
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ

ア
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
９
３

大
阪
商
工
会
議
所
と
大
阪

産
業
局
は
１０
月
１４
、
１５
日
、

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
（
大

阪
市
中
央
区
）
で
、「
海
外
バ

イ
ヤ
ー
へ
の
売
込
み
商
談
会

『
Ｇ
Ｏ

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

２
０
２
６

（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
バ
イ
ヤ
ー

ズ
）』」
を
開
催
す
る
。

ウ
エ
ル
ネ
ス
分
野
の
製
品

を
中
心
に
、
英
国
、
タ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
の
有

力
バ
イ
ヤ
ー
を
招
へ
い
し
、

個
別
商
談
を
実
施
。
各
商
談

に
は
通
訳
が
付
く
た
め
、
日

本
語
で
自
社
製
品
の
売
り
込

み
が
で
き
る
。

機
能
性
食
品
、
日
本
茶
関

連
製
品
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ

イ
ジ
ン
グ
を
支
援
す
る
商
品

な
ど
、
各
バ
イ
ヤ
ー
の
関
心

分
野
や
希
望
製
品
カ
テ
ゴ
リ

ー
、
要
件
な
ど
の
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

ア
フ
リ
カ
市
場
に
お
け
る

日
本
企
業
の
成
功
の
鍵
は
、

�
既
存
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ

な
い
柔
軟
性
と
、
�
現
地
の

社
会
課
題
そ
の
も
の
を
ビ
ジ

ネ
ス
機
会
と
捉
え
る
発
想
、

そ
し
て
�
現
地
市
場
へ
の
徹

底
し
た
適
応
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

ア
フ
リ
カ
で
は
２
０
４
０

年
ま
で
に
年
間
１
５
５
０
億

�
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
は
８
３
０
億
�
程
度

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
（
経
済

協
力
開
発
機
構
�
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
�
／
ア
フ
リ
カ
連
合
�
Ａ

Ｕ
�
）。こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
も

繋
が
り
ま
す
。
タ
ン
ザ
ニ
ア

で
は
、
住
友
商
事
が
主
導
し

た
大
規
模
な
天
然
ガ
ス
焚
き

複
合
火
力
発
電
所
建
設
は
イ

ン
フ
ラ
分
野
の
成
功
例
で

す
。
ま
た
、
未
電
化
地
域
で

ソ
ー
ラ
ー
ラ
ン
タ
ン
を
レ
ン

タ
ル
す
る「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ａ
」

や
、
高
価
な
エ
ア
コ
ン
を
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
で
提
供

す
る
「B

aridi
B
aridi

」

は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用

し
て
ア
フ
リ
カ
の
課
題
を
解

決
し
な
が
ら
収
益
を
上
げ
て

い
る
好
例
で
す
。

Ｊ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
タ
ン
ザ

ニ
ア
・
シ
ガ
レ
ッ
ト
・
カ
ン

パ
ニ
ー
（
Ｔ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
数

万
人
規
模
の
契
約
農
家
と
強

固
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

築
き
つ
つ
、
葉
タ
バ
コ
の
輸

出
で
利
益
を
上
げ
る
と
と
も

に
、
国
内
市
場
で
は
、
た
ば

こ
の
「
一
本
売
り
」
と
い
う

現
地
の
購
買
習
慣
に
合
わ
せ

た
販
売
戦
略
を
と
っ
て
い
ま

す
。い

ず
れ
の
企
業
も
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
明
確
に
し
た
上
で
、

長
期
的
視
点
で
の
信
頼
構
築

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
ア
フ

リ
カ
で
は
即
戦
力
人
材
が
限

ら
れ
る
た
め
、
人
材
育
成
を

経
営
戦
略
の
一
部
と
し
て
組

み
込
む
粘
り
強
さ
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
の
強

み
で
あ
る
「
品
質
」
や
「
誠

実
さ
」
を
維
持
し
つ
つ
、
現

地
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
ス

ペ
ッ
ク
限
定
・
コ
ス
ト
削
減

に
よ
り
手
が
出
し
や
す
い
価

格
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
モ
バ
イ
ル
マ
ネ
ー
の

よ
う
な
現
地
で
普
及
す
る
決

済
イ
ン
フ
ラ
を
取
り
入
れ
る

な
ど
現
地
仕
様
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

結
局
は
、
現
地
の
社
会
課

題
に
深
く
寄
り
添
い
、
地
域

社
会
と
共
生
す
る
姿
勢
こ
そ

が
、
長
期
的
な
事
業
成
功
へ

の
唯
一
の
道
と
言
え
ま
す
。

在
大
阪
・
神
戸
ド
イ
ツ
総

領
事
と
し
て
新
た
に
着
任
し

た
ス
ザ
ン
ネ
・
ヴ
ェ
ル
タ
ー

総
領
事（
写
真
左
）が
８
月
２０

日
、
�
瀬
恭
子
副
会
頭（
同

右
）を
表
敬
訪
問
し
た
。

ヴ
ェ
ル
タ
ー
総
領
事
は
、

日
独
両
国
は
重
要
な
経
済
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
大
阪
・

関
西
と
の
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
を
一
層
深
め
た
い
と
述

べ
た
。
�
瀬
副
会
頭
は
、
ド

イ
ツ
が
日
本
に
と
っ
て
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
最
大
の
貿
易

相
手
国
で
あ
る
こ
と
、
大
阪

市
と
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
が
姉
妹

都
市
で
あ
る
こ
と
に
言
及
。

両
地
域
が
高
い
技
術
力
と
産

業
集
積
と
い
う
共
通
の
強
み

を
持
つ
こ
と
か
ら
、
今
後
の

ビ
ジ
ネ
ス
・
都
市
間
交
流
の

さ
ら
な
る
発
展
に
期
待
を
示

し
た
。

ま
た
、
女
性
活
躍
や
企
業

交
流
な
ど
、
幅
広
い
分
野
の

連
携
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

�
サ
ン
ト
リ
ー
の
「
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン
Ｒ
Ｏ
Ｋ

Ｕ
」
開
発
の
舞
台
裏
に
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
�
グ
ラ

ン
プ
リ
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
３３

社
は
共
創
に
向
け
て
議
論
を
深

め
た
�
い
ず
れ
も
８
月
２４
日
、

大
商大

阪
商
工
会
議
所
は
、
１０

月
１７
日
に
開
か
れ
る
「
第
３８

回
な
に
わ
淀
川
花
火
大
会
」

へ
の
協
賛
を
呼
び
か
け
て
い

る
。同

大
会
は
、
地
元
有
志
が

大
会
運
営
委
員
会
を
組
織
し

て
１
９
８
９
年
に
始
ま
っ
て

以
来
、
例
年
４０
万
人
以
上
の

観
客
を
動
員
す
る
な
に
わ
の

風
物
詩
と
し
て
定
着
。
地
域

に
親
し
ま
れ
、
３０
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
同
大
会
に
支
援

を
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

小
嶋
淳
司
・
大
阪
商
工
会
議

所
監
事
／
元
副
会
頭
の
訃
報

に
接
し
て

突
然
の
訃
報
に
驚
い
て
い

る
。小

嶋
さ
ん
は
、
株
式
会
社

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
を
創
業
さ
れ
、

一
代
で
育
て
上
げ
ら
れ
た
立

志
伝
中
の
企
業
家
で
あ
る
。

外
食
産
業
の
振
興
に
並
々
な

ら
ぬ
情
熱
を
注
が
れ
、
ひ
い

て
は
大
阪
経
済
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
。

大
阪
商
工
会
議
所
で
は
、

２
０
０
８
年
に
副
会
頭
に
就

任
さ
れ
、
卓
越
し
た
企
業
経

営
の
ご
経
験
に
加
え
て
文
化

へ
の
ご
造
詣
が
深
く
、
自
ら

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て

大
阪
の
た
め
に
尽
く
さ
れ

た
。
例
え
ば
、
料
理
コ
ン
テ

ス
ト「
食
の
都
・
大
阪
グ
ラ

ン
プ
リ
」の
開
催
を
通
じ
て
、

大
阪
の
食
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上

や
、
食
関
連
産
業
の
盛
り
上

げ
に
尽
力
さ
れ
た
。ま
た「
な

に
わ
淀
川
花
火
大
会
」を
、大

阪
の
夏
を
代
表
す
る
風
物
詩

に
育
て
る
な
ど
素
晴
ら
し
い

ご
貢
献
で
あ
り
、
ま
た
観
光

振
興
に
も
取
り
組
ま
れ
た
。

近
年
は
、
監
事
と
し
て
、

大
所
高
所
か
ら
大
商
の
運
営

に
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
き

た
。
強
い
信
念
を
も
っ
て
、

絶
え
間
な
い
挑
戦
と
革
新
を

続
け
ら
れ
た
人
材
を
失
い
、

本
当
に
残
念
で
な
ら
な
い
。

今
は
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
る
。

（
８
月
２５
日
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
起

業
家
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
や
事
業
の
ス
ケ
ー
ル
ア

ッ
プ
を
支
援
す
る
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
女
性

起
業
家
を
招
へ
い
し
た
ダ
イ

ア
ロ
ー
グ
＆
交
流
会
を
年
４

回
開
く
。

１０
月
３
日
に
開
く
第
３
回

は
、
Ｆ
ｌ
ｏ
ｒ
ａ
の
ア
ン
ナ

・
ク
レ
シ
ェ
ン
コ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が

登
壇
す
る
。
ク
レ
シ
ェ
ン
コ

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
大
学
在
学
中
に

起
業
し
、
女
性
の
健
康
問
題

を
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
と
デ

ー
タ
で
解
決
に
導
く
フ
ェ
ム

テ
ッ
ク
事
業
を
展
開
。
２
０

２
２
年
、
関
西
財
界
セ
ミ
ナ

ー
の
輝
く
女
性
賞
、
２３
年
に

は
Ｅ
Ｙ

ア
ン
ト
プ
レ
ナ
ー

・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
ジ
ャ

パ
ン
の
特
別
賞
を
受
賞
し
、

フ
ォ
ー
ブ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の

「
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
１
０
０
」
に
も

選
抜
さ
れ
て
い
る
。

創
業
時
の
壁
の
乗
り
越
え

方
、
社
会
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス

で
解
決
す
る
視
点
、
そ
し
て

未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
大

切
に
し
て
い
る
考
え
方
な
ど

に
つ
い
て
話
す
。

午
後
２
時
〜
４
時
３０
分
、

グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪

う

め
き
た
公
園
Ｍ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ（
大
阪
市
北
区
）

で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
７
２

み
さ
わ
・
や
す
し

１
９
８

５
年
京
都
大
学
卒
業
、
外
務
省

入
省
。
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

ハ
ワ
イ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
に

勤
務
。
２
０
２
５
年
１
月
、
政

府
代
表
・
特
命
全
権
大
使
（
関

西
担
当
）
に
就
任
。
万
博
を
含

め
た
関
西
の
国
際
交
流
促
進
、

日
本
外
交
発
信
な
ど
に
従
事
。 アンナ・クレシェンコ氏

M
erci

B
racelet

Jew
elr

y
Ｔ
Ｍ

代
表
兼
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
隅
田
あ
す

か
氏
は
、
京
都
芸
術
大
学
デ
ザ
イ
ン
学

科
卒
業
後
、
老
舗
宝
飾
店
や
大
手
メ
ー

カ
ー
で
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
経
験
を
重
ね
、
確
か
な
技
術
と
感
性

を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
退
社
後
は
パ
リ

の
ア
ト
リ
エ
で
創
作
活
動
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
表
現
の
幅
を
広

げ
、
オ
ー
ダ
ー
制
作
や
講
師
活
動
な
ど

順
調
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
事
業
は

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
ま
し
た
。
世
界

情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
大
阪
商

工
会
議
所
を
は
じ
め
と
す
る
支
援
機
関

の
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
こ
れ
ま

で
十
分
に
向
き
合
え
て
い
な
か
っ
た
自

身
の
事
業
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
技

術
だ
け
で
な
く
、
経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を

学
び
、
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
新

た
な
視
点
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
に
は
「M

erci
B
r

acelet
Jew
elry

Ｔ
Ｍ

」を
設
立
。
天

然
石
を
活
か
し
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
ジ
ュ

エ
リ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
製
作
、
販
売

ま
で
一
貫
し
て
手
が
け
、
心
豊
か
な
暮

ら
し
を
支
え
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
林
組
の
「
み
ん
ま
ち
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｐ
」で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
や
、

滋
賀
県
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
る

ベ
ホ
マ
ル
と
の
協
業
に
よ
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
吸
収
材
を
組
み
込
ん
だ
、

世
界
初
の「
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
う
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
」
の
開
発
な
ど
異
業
種
と
の
共
創
に

も
積
極
的
に
挑
戦
し
、
社
会
課
題
の
解

決
と
新
た
な
価
値
創
造
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
は
、
事
業
を
見
つ
め
直

す
大
き
な
転
機
で
し
た
。
経
営
に
は
技

術
力
だ
け
で
な
く
、
人
と
の
つ
な
が
り

や
柔
軟
な
発
想
が
重
要
だ
と
学
び
ま
し

た
。
創
業
を
目
指
す
方
に
は
、
ま
ず
一

歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
。
挑
戦
の
中

で
得
る
出
会
い
や
学
び
が
、
新
た
な
可

能
性
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
」
と
隅
田
代

表
は
語
り
ま

す
。

◇
大
商
の
事

業
を
利
用
し

て
活
躍
す
る

女
性
起
業
家

の
声
を
紹
介

す
る
。

�部下の成果がチームを変え
る！生産性を高めるコーチン
グ速習講座
～半日で学ぶ�成果を引き出
す関わり方�の技術
大阪商工会議所は、「部下の成果

がチームを変える！生産性を高め
るコーチング速習講座」を開く。
相手に問いかけ、傾聴し、承認し

ながら、課題や目標への自発的な
気付きを促す「コーチング」。相手
との相互理解を深めるコミュニケ
ーション技法を学ぶ。管理職や現
場リーダーの業務に活用できる。
日 時 １１月１０日１３：００～１７：００
講 師 コーチングオフ

ィスＡＵＢＥ
ＰＲＯＪＥＴの
黒田晴美代表

�若手・中堅社員に必須の「仕
事力」養成講座
～ビジネスに不可欠な５大ス
キルを徹底的にマスター
どの世界でも基本をおろそかに

して一流になることはあり得な
い。これからの会社を背負って立
つ入社１０年目ごろまでの若手・中

堅社員を対象として、ビジネスに
必須の５つのスキルを徹底的にマ
スターすることで、会社に必要と
される�できる社員�を目指す。
日 時 １０月８日１０：００～１７：００
講 師 ＥＭＩコンサル

ティングの福井
充雄代表

大阪商工会議所は、「管理職に
なるまでに身につけるべき心構
えと３つの能力強化講座」を開
催する。
リーダーや管理職に必要な能

力アップのため、リーダーとし
ての心構え・意識付けを学ぶと
ともに、部下との関係・コミュ
ニケーション力、人を動かすた
めの説得力ある発言・話し方、
職場での改善力・問題解決力の

習得を目指す。
管理職候補者の
管理能力養成に
役立つ講座。
講師は、ＥＭ

Ｉコンサルティ
ングの福井充雄

代表。１１月４日午前１０
時～午後５時。

大阪商工会議所は、「人事担当
者のための『今の時代の人材育
成体系の作り方』基礎研修	全
２回
」を開催する。
人事担当者、総務担当者、教

育担当者を対象に、基本的な人
材育成の考え方、研修の組み方、
ＯＪＴとの連動のさせ方など、
働きやすい職場づくりを進める
ために必要な知識・マインドを
習得する。１日目終了後には、

講師を交えた懇
親会も実施（任
意参加）。
講師は、ロボ

ライズの武田由
利子チーフコン
サルタント。１０

月２９日、１１月５日（全２
回）、両日とも午後１～
５時。

福井充雄氏

武田由利子氏

▼Merci Bracelet JewelryＴＭ
メルシー ブレスレット ジュエリー

大阪商工会議所は、「若手・中
堅社員のためのライフ＆キャリ
アデザイン研修」を開催する。
キャリア心理学とＮＬＰコー

チングをベースに、納得のライ
フ＆キャリアの選択をサポート
する。自己理解を深め、自分の
強みやありたい姿を確認しなが
ら、キャリアについて自律的に

考えられるよう
になる。
講師は、オフ

ィスムーブの�
田美雪代表取締
役。１１
月５日

午前１０時～午後５時。

ＣＯ２吸収材を組み込んだ世
界初のブレスレットなど

�田美雪氏

�
あ
ほ
ち
ゃ
う
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ラ
ン
プ
リ
�

共
創
に
向
け

各
グ
ル
ー
プ
が
議
論
開
始

会会
頭頭
ココ
メメ
ンン
トト

な
に
わ
淀
川

花
火
大
会

ウ
エ
ル
ネ
ス
分
野

１０、１１月開催の講座・研修

海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
商
談
へ

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

ご
協
賛
呼
び
か
け

在大阪・神戸ドイツ総領事
�瀬副会頭を表敬訪問

女
性
起
業
家
と
の
対
話
と
交
流

第
３
回
は
１０
月
３
日

▼詳細は
こちらM

erciBraceletJewelry
Ｔ
Ｍ

代
表
兼
デ
ザ
イ
ナ
ー

隅
田
あ
す
か
さ
ん

外務省 政府代表・
特命全権大使（関西担当）
三澤 康氏

ア
フ
リ
カ
・
ビ
ジ
ネ
ス

�２�

最最
前前
線線

勝
機
を
掴
む�
現
地
適
応
�

と�
信
頼
�の
戦
略

大
商
の
事
業
活
用
で

はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家

異業種との共創で新たな価値創造に挑む

（２）２０２６年（令和８年）９月１０日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４０３
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ここ
れれ
かか
らら
のの

企企
業業
経経
営営
とと
法法
務務

��

Ｑ

Ａ

第
１
回
と
第
２
回
は「
ド
ア
」の
話
を
し
た
。

シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
な
ど
を
探
索
す
る
外
か
ら

の
ノ
ッ
ク
音
、
出
て
行
っ
て
は
い
け
な
い
情
報

が
出
て
行
こ
う
と
す
る
内
側
か
ら
の
ノ
ッ
ク

音
。
い
ず
れ
も
機
敏
に
検
知
し
、
流
出
入
を
防

ぐ
必
要
性
を
説
い
た
。
今
回
は
「
壁
」
の
話
を

す
る
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
お
い
て
「
壁
」

と
い
う
言
葉
は
象
徴
的
な
も
の
。
フ
ァ
イ
ア
ウ

ォ
ー
ル
と
い
っ
た
一
般
名
詞
か
ら
ソ
ニ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
ル
な
ど
の
固
有
名
詞
ま
で
、
世
界
中
で
多

用
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
隔
て
る
境
界
防
御

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
最
近
は
テ
レ
ワ
ー
ク

や
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
よ
り
、
物
理

的
な
境
界
防
御
だ
け
で
は
守
り
き
れ
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
悪
性
通
信
を
防
ぐ

「
壁
」
の
設
置
と
運
用
は
基
本
中
の
基
本
だ
。

「
壁
」
の
代
表
格
で
あ
る
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー

ル
は
古
く
て
新
し
い
防
御
手
段
だ
が
、
中
小
企

業
で
の
導
入
は
少
な
く
、
独
立
行
政
法
人
情
報

処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
の
２
０
２
４
年
度

の
調
査
で
も
３７
・
３
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

最
近
は
普
通
の
ル
ー
タ
の
中
に
そ
の
機
能
が
標

準
装
備
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
原
則
無

料
で
使
え
る
の
で
、「
宝
の
持
ち
腐
れ
」
を
解
消

し
、
積
極
的
に
利
用（
運
用
）を
行
う
べ
き
だ
。

２
０
２
７
年
３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
経
済

産
業
省
・
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強

化
に
向
け
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
評
価
制
度
」

（
中
小
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
内
容
や

程
度
を
客
観
的
か
つ
業
種
横
断
的
に
★
３
、
★

４
と
い
う
分
か
り
や
す
い
指
標
で
可
視
化
す
る

国
の
制
度
）
に
お
い
て
も
、
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー

ル
は
、
全
８１
の
評
価
基
準
の
う
ち
７
つ
を
占
め

て
い
る
。
同
制
度
は
今
後
の
日
本
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
標
準
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
全
項
番

を
適
合
さ
せ
な
け
れ
ば
★
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
非
常
に
重
要
な
の
で
、
こ
こ
で
は

字
数
を
割
い
て
該
当
箇
所
を（
一
部
編
集
の
上
）

原
文
（https���w

w
w
.ipa.go.jp�se

curity�scs�requirem
ents�

crite
ria.htm

l

）の
ま
ま
紹
介
す
る
。
い
ず
れ
も
★

３
の
評
価
基
準
の
一
部
だ
。

�
４
―
５
―
１
―
１
「
全
て
の
フ
ァ
イ
ア
ウ

ォ
ー
ル
（
又
は
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
機
能
を
持

つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
。
以
下
同
）
及
び
ル
ー

タ
に
つ
い
て
、
デ
フ
ォ
ル
ト
の
管
理
パ
ス
ワ
ー

ド
を
強
固
で
一
意
の
パ
ス
ワ
ー
ド
に
変
更
す

る
、
又
は
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
を
完
全
に
無
効

化
す
る
こ
と
」
�
４
―
５
―
１
―
２
「
フ
ァ
イ

ア
ウ
ォ
ー
ル
及
び
ル
ー
タ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
変

更
す
る
手
順
を
定
め
る
こ
と
」
�
４
―
５
―
１

―
３
「
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
及
び
ル
ー
タ
に
係

る
認
証
は
、
別
項
に
定
め
る
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定

等
に
関
す
る
評
価
基
準
を
満
た
す
こ
と
」
�
４

―
５
―
１
―
４
「
全
て
の
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル

に
つ
い
て
、
認
証
さ
れ
て
い
な
い
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
通
信
を
遮
断
す
る
こ
と
」
�
４
―
５
―
１
―

５
「
全
て
の
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
に
つ
い
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
通
信
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ

ー
ル
・
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
�

４
―
５
―
１
―
６
「
全
て
の
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー

ル
に
つ
い
て
、
不
要
に
な
っ
た
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ

ー
ル
・
ル
ー
ル
を
速
や
か
に
削
除
又
は
無
効
化

す
る
こ
と
」
�
４
―
５
―
１
―
７
「
フ
ァ
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
・
ル
ー
ル
の
変
更
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
行
う
場
合
、
別
項
で
示
す
認
証
要
素

を
利
用
し
た
多
要
素
認
証
を
適
用
す
る
か
、
又

は
信
頼
で
き
る
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス

を
制
限
す
る
こ
と
」
�
�
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
な
く
て
は
な
ら
な
い

厚
い
壁
」
と
そ
の
運
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
要

求
事
項
だ
。
し
か
し
右
記
を
ご
理
解
い
た
だ
け

た
だ
ろ
う
か
？

具
体
的
な
実
践
行
動
が
イ
メ

ー
ジ
で
き
た
だ
ろ
う
か
？

�
�
�
な
ど
は
技

術
的
知
識
が
必
要
だ
。
こ
の
専
門
性
の
高
さ
が

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
前
に
立
ち
は
だ
か

る
「
乗
り
越
え
難
い
高
い
壁
」
と
な
る
。

�
大
阪
商
工
会
議
所
は
２７
年
に
★
３
取
得
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
開
始
予
定
�

（
大
阪
商
工
会
議
所

経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

次
長

野
田

幹
稀
）

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
最
先
端
の
注
意
喚
起
情
報

に
つ
い
て
、
全
６
回
で
紹
介
す
る
。

当
社
は
従
業
員
２０
人
ほ

ど
の
製
造
業
で
す
。
取
引

先
リ
ス
ト
や
製
品
図
面
を
営
業
秘
密

と
し
て
守
り
た
い
の
で
す
が
、
大
企

業
の
よ
う
な
厳
重
な
管
理
体
制
は
と

れ
ま
せ
ん
。
ど
の
程
度
の
管
理
を
す

れ
ば
法
律
で
保
護
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
業
務
で
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
を
使
い
始
め
た
点
も
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◇

１

ど
の
程
度
の
管
理
が

必
要
か

（
１
）
不
正
競
争
防
止
法
上
の
「
営

業
秘
密
」
と
は
、
�
秘
密
と
し
て
管

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
秘
密
管
理

性
）、
�
有
用
性
、
�
非
公
知
性
の
三

要
件
を
満
た
す
情
報
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
う
ち
�
秘
密
管
理
性
が
、

紛
争
時
に
ま
ず
問
題
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
経
済
産
業
省
は
令
和
７
年
３

月
に
「
営
業
秘
密
管
理
指
針
」
を
改

訂
し
ま
し
た
。
同
指
針
に
よ
れ
ば
、

営
業
秘
密
と
し
て
保
護
さ
れ
る
た
め

の
秘
密
管
理
性
と
し
て
は
、
秘
密
と

し
て
管
理
す
る
意
思
が
従
業
員
や
取

引
先
に
示
さ
れ
、
そ
の
認
識
可
能
性

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
必
要
な
措

置
の
程
度
は
企
業
の
規
模
や
事
業
内

容
、
情
報
の
性
質
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
た
だ
、
従
業
員
ら
が
秘
密
情
報

で
あ
る
と
明
確
に
認
識
で
き
れ
ば
、

中
小
企
業
に
大
企
業
と
同
程
度
の
徹

底
し
た
秘
密
管
理
が
求
め
ら
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２

具
体
的
な
管
理
措
置
の
例

（
１
）
秘
密
情
報
の
区
分
と
表
示

ア

紙
媒
体
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

一
般
文
書
と
分
け
た
う
え
で
「
マ
ル

秘
」
表
示
を
付
す
、
施
錠
で
き
る
保

管
庫
に
入
れ
る
な
ど
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
不
必
要
な
社
外
へ
の

持
出
し
を
禁
止
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。

イ

電
子
デ
ー
タ
の
情
報
は
、
フ
ァ

イ
ル
名
へ
の
秘
密
表
示
、
パ
ス
ワ
ー

ド
の
設
定
、
フ
ォ
ル
ダ
へ
の
ア
ク
セ

ス
権
限
の
限
定
が
典
型
的
な
措
置
で

す
。
秘
密
情
報
を
取
り
扱
う
必
要
の

な
い
従
業
員
ま
で
自
由
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
状
況
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（
２
）
従
業
員
・
取
引
先
へ
の
周
知

認
識
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に

は
、
従
業
員
ら
に
対
し
、
ど
の
情
報

が
秘
密
情
報
に
該
当
す
る
の
か
を
周

知
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
就
業

規
則
や
誓
約
書
の
秘
密
保
持
条
項
に

同
意
し
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
で

す
。
ま
た
、
秘
密
情
報
を
取
引
先
へ

提
供
す
る
と
き
に
は
、
事
前
の
秘
密

保
持
契
約
の
締
結
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

（
３
）
性
質
・
規
模
に
応
じ
た
判
断

過
去
の
裁
判
例
は
、
必
要
な
秘
密

管
理
の
程
度
を
、
情
報
の
性
質
や
事

業
規
模
に
応
じ
て
相
対
的
に
判
断
し

て
い
ま
す
。秘
密
表
示
が
な
く
て
も
、

従
業
員
が
少
数
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
て
秘
密
管
理
性
を
認
め
た
例
も
あ

り
ま
す
。
軽
微
な
ル
ー
ル
違
反
な
ど

運
用
に
若
干
の
不
備
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
管
理
体
制
が
形
骸
化
し
て
い

な
け
れ
ば
、
な
お
秘
密
管
理
性
が
肯

定
さ
れ
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。

３

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
と
注
意
点

生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
秘
密
情
報
の
入
力

は
、
利
用
条
件
に
よ
っ
て
は
社
外
へ

の
開
示
と
同
視
さ
れ
、
た
と
え
漏
え

い
事
故
に
至
っ
て
い
な
い
と
し
て

も
、
秘
密
管
理
性
を
失
う
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
取
引
先
か
ら
開
示
さ
れ

た
情
報
で
あ
れ
ば
、
生
成
Ａ
Ｉ
へ
の

入
力
が
秘
密
保
持
契
約
違
反
と
な
る

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
入
力
し
て
よ

い
情
報
の
範
囲
を
社
内
で
ル
ー
ル
化

し
、
取
引
先
の
情
報
は
原
則
と
し
て

Ａ
Ｉ
入
力
を
禁
止
す
る
な
ど
、
慎
重

な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
大
阪
弁
護
士
会

弁
護
士

田
中

敦
）

管
理
措
置
の
程
度
は
、
企
業
の
規
模
や
事
業
内
容
に
応
じ
て
判
断
さ

れ
ま
す
。
ど
の
情
報
が
秘
密
か
を
整
理
し
、
従
業
員
へ
周
知
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。管
理
体
制
や
Ａ
Ｉ
利
用
で
お
悩
み
の
際
は
、大
阪
弁
護
士

会
中
小
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
ポ
イ
ン
ト
�

五
代
友
厚
が
、
平
素
、
人
に
語

っ
て
い
た
言
葉
と
し
て
、
五
代
の

嗣
子
、
五
代
龍
作
が
伝
え
た
言
葉

（『
五
代
友
厚
伝
』五
代
龍
作
著
よ

り
）

◇

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が

作
成
し
た
『
大
阪

企
業
家
名
言

集
』
か
ら
大
阪
で
開
花
し
た
企
業

家
の
名
言
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

「
と
こ
ろ
で
…
…
お
前
、

会
社
を
継
ぐ
気
は
あ
る
の

か
」。お
盆
で
帰
省
し
て
い
た

孫
た
ち
が
縁
日
に
出
か
け
、

家
の
中
が
静
か
に
な
っ
た
と

き
、父
親
で
あ
る
Ａ
社
長
は
、

息
子
と
二
人
に
な
っ
た
の
を

機
に
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ

て
い
た
こ
と
を
尋
ね
ま
し

た
。事

業
承
継
の
潮
目
は
、
こ

の
よ
う
な
何
げ
な
い
家
族
の

時
間
に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
お
盆
や
お
正
月
は
、

離
れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
や
親

族
が
久
し
ぶ
り
に
集
ま
り
、

普
段
は
話
せ
な
い
こ
と
を
ゆ

っ
く
り
話
せ
る
貴
重
な
機
会

で
す
。
会
議
室
で
向
き
合
う

よ
り
、夕
涼
み
を
し
な
が
ら
、

あ
る
い
は
こ
た
つ
を
囲
み
な

が
ら
話
す
ほ
う
が
、
お
互
い

の
本
音
が
自
然
に
出
て
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
も
ち
ろ
ん
、
覚
悟
は
で

き
て
い
る
」。息
子
さ
ん
の
言

葉
を
聞
き
、
Ａ
社
長
は
心
の

中
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。
平
静

を
装
う
の
に
苦
労
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

そ
ん
な
Ａ
社
長
も
、
そ
れ

ま
で
は
「
息
子
は
い
る
が
頼

り
な
く
て
ね
ぇ
」「
ま
だ
３０
代

で
経
験
も
浅
い
し
、
社
長
の

器
で
は
な
い
よ
」
と
、
ど
こ

か
煮
え
切
ら
な
い
様
子
で
し

た
。多

数
の
相
談
者
へ
の
対
応

を
通
じ
て
感
じ
る
の
は
、
人

に
対
す
る
評
価
は
、
そ
の

時
々
の
感
情
や
先
入
観
に
よ

っ
て
大
き
く
変
わ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。「
引
っ
込
み
思
案

で
、
社
長
に
は
向
い
て
い
な

い
」
と
聞
い
て
い
た
後
継
者

に
実
際
に
お
会
い
す
る
と
、

落
ち
着
い
て
自
分
の
考
え
を

語
り
、
周
囲
へ
の
気
配
り
も

で
き
る
立
派
な
方
だ
っ
た
、

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

親
に
と
っ
て
、
子
ど
も
は

何
歳
に
な
っ
て
も
子
ど
も
で

す
。
し
か
し
、
親
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
で
経
験
を
重
ね
、

経
営
を
担
う
覚
悟
を
育
て
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
後

継
者
の
本
当
の
姿
を
知
る
た

め
に
も
、
ま
ず
対
話
を
。
周

囲
の
評
価
だ
け
で
決
め
つ
け

ず
、
本
人
の
言
葉
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
夏
、
家
族
と
の
会
話

の
中
で
、
会
社
の
将
来
が
少

し
で
も
話
題
に
上
っ
た
で
し

ょ
う
か
。
何
げ
な
く
交
わ
し

た
一
言
を
そ
の
ま
ま
に
せ

ず
、
改
め
て
落
ち
着
い
て
話

す
時
間
を
つ
く
る
。そ
れ
が
、

事
業
承
継
を
前
に
進
め
る
次

の
一
歩
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

明
治
維
新
期
の
大
阪
経
済
再
生
と
近

代
化
を
リ
ー
ド

大
阪
商
工
会
議
所
の
初
代
会
頭
を
務
め
た
五
代
友
厚
の

命
日
（
９
月
２５
日
）
に
ち
な
み
、
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
９
月
２４
〜
２６
日
、「
五
代
友
厚
メ
モ
リ
ア
ル
デ
イ

ズ
」
を
実
施
す
る
。

期
間
中
、
個
人
の
来
館
者
先
着
３０
人
に
「
五
代
友
厚
イ

ラ
ス
ト
入
り
Ａ
５
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」を
進
呈
す
る
ほ
か
、

特
設
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
五
代
友
厚
が
設
立
し
た「
弘
成
館
」

に
関
す
る
史
料
数
点
を
展
示
す
る
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�

４
９
６
４
・
７
６
０
１

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
９
月
２９
日
、
講
演
会

「『
水
間
鉄
道
の
挑
戦
』〜
１
０
０
年
の
歴
史
と
今
後
の
展

開
」
を
開
く
。

貝
塚
市
を
走
る
「
日
本
で
３
番
目
に
短
い
鉄
道
路
線
」

水
間
鉄
道
。
水
間
寺
（
水
間
観
音
）
へ
の
参
拝
客
を
運
ぶ

「
参
詣
鉄
道
」
と
し
て
大
正
時
代
に
誕
生
し
、
激
動
の
歴

史
を
経
て
現
在
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ロ
ー
カ
ル
線
へ
と
進
化
し

た
。
水
間
鉄
道
の
沿
革
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
通
し

た
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
、
今
後
の
事
業
展
開
な
ど

に
つ
い
て
同
社
の
藤
本
昌
信
社
長
が
講
演
す
る
。
午
後
２

時
〜
３
時
１５
分
、
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�

４
９
６
４
・
７
６
０
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
チ
ェ
ン
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
第
５
回
を

１０
月
７
〜
２１
日
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
す
る
。

今
回
は
、「
不
安
定
な
世
界
情
勢
下
で
も
持
続
的
成
長
と

変
化
対
応
を
実
現
す
る
企
業
へ
〜
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
戦

略
に
お
け
る
必
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
テ
ー
マ
。
Ｐ
ｗ
Ｃ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
田
中
大
海
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
遠
く

抽
象
的
に
見
え
が
ち
な
大
き
な
潮
流
を
、
日
々
の
業
務
や

現
場
で
の
意
思
決
定
に
ど
う
結
び
付
け
る
か
、
企
業
の
顧

客
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
解

説
す
る
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支
援
担
当
�
６
９

４
４
・
６
４
９
９

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
１０
月
８
日
、
日
本
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
る
小
篠
綾
子
氏
の
特
別

展
示（
会
期
は
１１
月
２１
日
ま
で
）の
関
連
講
演
会
を
開
く
。

講
師
は
コ
シ
ノ
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
親
交
の
深
い
元
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
吉
本
真
樹
あ
っ
と
マ
イ
ク
社
長
。
コ
シ
ノ
洋
装

店
の
経
営
者
と
し
て
活
躍
し
、
７０
代
で
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち

上
げ
る
な
ど
生
涯
現
役
を
貫
い
た
綾
子
の
企
業
家
精
神
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
人
間
性
を
語
る
。午
後
３
時
〜
４
時
３０
分
、

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
�

４
９
６
４
・
７
６
０
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
１０
月
１４
〜
１５
日
、
会
員
企
業
の
タ

イ
市
場
開
拓
を
支
援
す
る
食
品
輸
出
商
談
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
く
。

バ
イ
ヤ
ー
は
、
タ
イ
財
閥
最
大
手
の
一
角
Ｃ
Ｐ
（
チ
ャ

ロ
ン
・
ポ
カ
パ
ン
）
グ
ル
ー
プ
の
国
際
食
品
調
達
部
門
。

対
象
商
材
は
、
常
温
保
存
が
可
能
で
、
食
品
安
全
規
格
を

取
得
済
み
で
あ
る
な
ど
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
食
品
で
、

特
に
ス
ナ
ッ
ク
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
菓
子
類
、
即
席
麺
、
ご

飯
の
お
供
（
ふ
り
か
け
な
ど
）
を
希
望
す
る
。
事
前
の
審

査
を
通
過
し
た
商
品
に
つ
い
て
、
同
社
と
の
個
別
商
談
を

行
う
（
逐
次
通
訳
あ
り
）。
商
談
時
間
は
１
社
５０
分
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９
４
４
・
６
４
０

０
９
月
２４
〜
２６
日
、
五
代
友
厚
メ
モ
リ
ア
ル
デ
イ
ズ

「「事事業業承承継継・・ＭＭ＆＆ＡＡのの舞舞台台裏裏」」̶̶支支援援現現場場かかららのの本本音音メメッッセセーージジ̶̶

後
継
者
の
覚
悟
、

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

第
３
章

水
間
鉄
道
の
挑
戦
〜
１００
年
の
歴
史
と
今
後
の
展
開

▼センター
のＨＰ

不
安
定
な
世
界
情
勢
下
で
も

持
続
的
成
長
と
変
化
対
応
を
実
現
す
る
企
業
へ

凡
そ
成
功
の
岐
る
る
所
は
僅
か
に
一
歩
の
差
な
り
。

一
歩
先
ん
じ
て
進
む
者
は
成
功
し
、
後
る
る
者
は
不
遇
を
嘆
つ
。

故
に
人
は
常
に
機
を
見
る
に
敏
に
し
て
進
退
を
謬
ら
ざ
る
こ
と
を
要
す

ご

だ
い

と
も
あ
つ

五
代

友
厚（
１
８
３
６
〜
１
８
８
５
）

大
阪
商
工
会
議
所

株
式
会
社
商
船
三
井

株
式
会
社
大
阪
取
引
所

他

�８６�

講
演
会
「
企
業
家
・
小
篠
綾
子
を
語
る
」

�３�

生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
入
力
に
注
意

タ
イ
市
場
開
拓
を
支
援

食
品
輸
出
商
談
会

営業秘密の管理

大
阪企企

業業
家家
のの
鑑鑑

―
経
営
者
の
名
言
―

「今そこにある危機」との
終わりなき戦い

「今そこにある危機」との
終わりなき戦い

「「今今そそここににああるる危危機機」」ととのの
終終わわりりななきき戦戦いい

またサイバー
セキュリティ

の話か！

�３�

�厚い壁�を作るには�高い壁�を乗り越えなければならないのよ！

大
阪
府
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

統
括
責
任
者

兼
田

亜
貴

対話で後継者の本当の姿を

２０２６年（令和８年）９月１０日 木曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４０３（３）
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大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月
１５
〜
２１
日
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
大
阪
本

部
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
の
最
新
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
や
人
材
活
用
の
可
能
性
を
探
る
ビ
ジ
ネ

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
す
る
。
共
同
団
長
は
森
島
弘
光
・
大
商
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
長

（
丸
紅
執
行
役
員

大
阪
支
社
長
）、
二
宮
康
史
・
ジ
ェ
ト
ロ
大
阪
本
部
長
。

イ
ン
ド
は
、
２
０
２
５
年

度
の
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

成
長
率
が
７
・
７
％
と
高
い

伸
び
を
維
持
し
、
日
本
の
政

府
系
機
関
の
調
査
に
お
い
て

有
望
な
外
国
投
資
先
と
し
て

４
年
連
続
首
位
に
選
ば
れ
る

な
ど
、
大
き
な
注
目
を
集
め

て
い
る
。
ま
た
、
豊
富
な
若

年
層
や
高
い
英
語
力
な
ど
を

背
景
に
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
理
工
系

を
中
心
と
し
た
優
れ
た
人
材

を
輩
出
す
る
「
人
材
大
国
」

と
し
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

デ
リ
ー
や
チ
ェ
ン
ナ
イ
の

郊
外
に
立
地
す
る
工
業
団
地

な
ど
、
日
本
企
業
の
関
心
が

高
い
製
造
拠
点
を
視
察
す

る
。
そ
の
ほ
か
、
現
地
人
材

活
用
の
可
能
性
を
探
る
べ

く
、
デ
リ
ー
近
郊
と
ア
ー
ン

ド
ラ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
で

優
秀
な
イ
ン
ド
人
学
生
を
輩

出
す
る
大
学
の
訪
問
も
予

定
。
ま
た
、
現
地
経
済
団
体

・
企
業
と
の
意
見
交
換
や
現

地
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
重
要

な
日
本
語
人
材
と
の
交
流
な

ど
も
あ
わ
せ
て
組
み
込
む
こ

と
で
、
イ
ン
ド
の
製
造
拠
点

と
し
て
の
競
争
力
や
市
場
・

人
材
の
最
新
動
向
な
ど
、
生

の
情
報
に
直
接
触
れ
る
機
会

を
提
供
す
る
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

イ
ベ
ン
ト
参
加
や
対
象
店
舗
で

の
お
買
い
物
で
も
ら
え
る
抽
選

券
で
、「
抽
選
会
」
に
参
加
�
８

月
２２
日
、
大
阪
市
天
王
寺
区

今
回
は
、
中
小
企
業
が
実
際
に
業

務
改
善
で
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
活
用
し
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
人
間
が
行
う
と
間
違
い
が

起
こ
り
や
す
い
業
務
に
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
、作
業

効
率
の
向
上
と
ミ
ス
の
削
減
を
同
時

に
実
現
し
た
リ
ア
ル
な
事
例
で
す
。

■
事
例
�
手
書
き
デ
ー
タ
の
読
み
取

り
Ａ
Ｉ
の
導
入

あ
る
事
業
者
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の

手
書
き
デ
ー
タ
が
メ
ー
ル
添
付
や
郵

送
、
画
像
な
ど
多
彩
な
形
で
送
ら
れ

て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
こ

れ
ま
で
は
目
視
に
よ
る
手
作
業
で
入

力
し
て
い
た
た
め
、
担
当
者
の
負
担

が
非
常
に
大
き
い
状
況
で
し
た
。

特
に
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
が
、

入
力
作
業
に
か
か
る
時
間
と
、
誤
入

力
に
よ
る
修
正
作
業
の
多
さ
で
す
。

手
書
き
文
字
は
人
に
よ
っ
て
癖
が
あ

り
、
読
み
間
違
い
が
起
き
や
す
く
、

確
認
作
業
だ
け
で
多
く
の
時
間
を
費

や
し
て
い
ま
し
た
。
繁
忙
期
に
は
対

応
が
追
い
つ
か
ず
、
処
理
の
遅
れ
が

顧
客
対
応
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
デ
ー
タ
の

ス
キ
ャ
ン
読
み
取
り
と
、
生
成
Ａ
Ｉ

を
組
み
込
ん
だ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。
手
書
き
の
文
字
を
Ａ
Ｉ
が

自
動
で
読
み
取
り
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
と
し
て
変
換
・
登
録
す
る
仕
組
み

で
す
。
ま
だ
試
行
錯
誤
の
状
態
で
は

あ
り
ま
す
が
、
作
業
効
率
は
格
段
に

向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
誤
入
力
が

激
減
し
た
こ
と
で
、
デ
ー
タ
の
登
録

精
度
が
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

担
当
者
か
ら
は
「
確
認
作
業
に
追
わ

れ
る
時
間
が
減
り
、
本
来
の
業
務
に

集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の

声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

■
事
例
�
ア
プ
リ
間
の
ハ
ブ
構
成
構

築
へ
の
導
入

こ
の
事
例
は
、
多
く
の
事
業
者
の

課
題
に
も
通
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
大
半
の
企
業
は
業
務
に
必
要
な

ア
プ
リ
を
複
数
導
入
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
飲
食
店
な
ら
注
文
シ
ス
テ

ム
、
顧
客
管
理
、
売
上
集
計
、
シ
フ

ト
管
理
な
ど
、
用
途
ご
と
に
異
な
る

ア
プ
リ
を
使
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

ご
紹
介
の
事
業
者
も
様
々
な
ア
プ

リ
を
活
用
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ア
プ
リ
に
散
ら
ば
っ
た
情
報
を
一
つ

に
ま
と
め
る
作
業
が
大
き
な
負
担
で

し
た
。
各
ア
プ
リ
の
デ
ー
タ
を
手
動

で
転
記
し
た
り
、
別
々
に
確
認
し
た

り
す
る
手
間
が
毎
日
発
生
し
、
担
当

者
の
時
間
を
大
き
く
奪
っ
て
い
ま
し

た
。以

前
は
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
に

は
、
高
額
な
統
合
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
し
か
方
法
が
な
く
、
中
小
企
業

に
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
各
ア
プ
リ
の
デ
ー
タ
を

自
動
的
に
連
携
さ
せ
る
ハ
ブ
の
仕
組

み
を
、
極
め
て
低
予
算
で
構
築
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
手
動
で
の
転
記
作
業
が
な
く
な

り
、
情
報
の
一
元
管
理
が
実
現
し
ま

し
た
。
担
当
者
の
作
業
負
担
が
大
幅

に
軽
減
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
経
営
判
断
の
ス
ピ
ー
ド

も
上
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

■
ま
と
め

こ
の
よ
う
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
う
ま
く

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
で

も
大
掛
か
り
な
シ
ス
テ
ム
費
用
を
か

け
な
く
て
も
業
務
の
自
動
化
と
ミ
ス

の
削
減
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。「
自
社
に
は
関
係

な
い
」と
思
っ
て
い
た
課
題
が
、生
成

Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
驚
く
ほ
ど
手
軽
に
解

決
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
回
は
集
客
へ
の
活
用
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

◇

大
阪
商
工
会
議
所
の
Ｉ
Ｔ
専
門
相

談
員
が
、
中
小
企
業
の
現
場
で
の
Ａ

Ｉ
活
用
に
つ
い
て
連
載
し
ま
す
。

万
博
レ
ガ
シ
ー
イ
ベ
ン
ト

「
Ｒ
ｅ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

Ｒ
ｅ
�
Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」

が
８
月
２１
〜
２３
日
、
Ａ
Ｔ
Ｃ

ホ
ー
ル（
大
阪
市
住
之
江
区
）

で
開
か
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
り
そ
な
銀
行
が
主
催

し
、
大
阪
商
工
会
議
所
は
共

催
し
た
。

「
万
博
で
生
ま
れ
た
感
動

を
�
過
去
の
思
い
出
�
で
終

わ
ら
せ
な
い
た
め
に
。」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
人
間
洗
濯
機

や
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
な
ど
８０
を

超
え
る
万
博
レ
ガ
シ
ー
展
示

や
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
グ
リ
ー
テ

ィ
ン
グ
、
出
展
者
に
よ
る
講

演
、
音
楽
演
奏
な
ど
の
ス
テ

ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
万
博
グ

ル
メ
が
用
意
さ
れ
た
。
大
商

は「
新
事
業
共
創
フ
ァ
ー
ム
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
ブ
ー
ス
を
出

展
。
同
イ
ベ
ン
ト
に
は
３
日

間
で
約
２
万
４
０
０
０
人
が

来
場
し
た
。

２１
日
に
開
か
れ
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

り
そ
な
銀
行
の
千
田
一
弘
社

長
ら
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
大
商
か
ら
は
近

藤
博
宣
専
務
理
事
が
出
席
し

た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
南
支
部

（
支
部
長
�
秋
田
拓
士
・
近

鉄
百
貨
店
会
長
）
は
８
月
２２

〜
２３
日
、「
あ
べ
の
天
王
寺
・

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
２

６
」
を
開
催
し
た
（
一
部
８

月
１４
日
か
ら
実
施
）。

阿
倍
野
・
天
王
寺
タ
ー
ミ

ナ
ル
エ
リ
ア
を
中
心
に
６０
を

超
え
る
店
舗
、
寺
社
や
行
政

な
ど
様
々
な
団
体
の
ス
タ
ッ

フ
が
専
門
知
識
を
活
か
し
て

児
童
や
そ
の
家
族
向
け
に
企

画
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
「
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
多
数
実
施

し
た
。

「
親
子
ミ
ニ
四
駆
工
作
体

験
教
室
＆
レ
ー
ス
」
で
は
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の

も
と
、
親
も
か
つ
て
作
っ
た

経
験
を
子
ど
も
に
語
り
な
が

ら
手
を
取
り
合
い
組
み
立

て
、
レ
ー
ス
に
挑
ん
だ
。

イ
ベ
ン
ト
や
飲
食
を
利
用

す
れ
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

「
抽
選
会
」
も
実
施
。
８
０

０
０
回
を
上
回
る
抽
選
が
行

わ
れ
た
。

【
問
合
せ
】
南
支
部
�
６
７

７
１
・
２
２
１
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
１０
月

１
日
、「
Ｍ
ｏ
Ｔ
Ｔ
ｏ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

技

術
シ
ー
ズ
商
談
会
」を
開
く
。

こ
れ
は
、
企
業
が
技
術
シ

ー
ズ
を
発
表
し
、
そ
れ
を
活

用
し
た
中
堅
・
中
小
企
業
か

ら
の
協
業
提
案
を
募
集
、
マ

ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
。

今
回
は
、
初
参
加
と
な
る

三
菱
電
機
と
住
友
理
工
が
先

端
技
術
を
発
表
す
る
。
協
業

の
提
案
は
、商
談
会
終
了
後
、

１０
月
３０
日
ま
で
受
け
付
け

る
。午

後
２
〜
５
時
、
大
商
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月

２８
日
、
イ
ン
ド
販
路
開
拓
勉

強
会
の
第
３
回
を
開
く
。

内
需
が
旺
盛
な
イ
ン
ド
市

場
は
、
上
位
中
間
層
・
富
裕

者
層
の
増
加
や
所
得
水
準
の

向
上
を
背
景
に
、
さ
ら
な
る

拡
大
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、

消
費
者
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
に

あ
た
っ
て
は
、
宗
教
や
食
文

化
へ
の
配
慮
な
ど
、
イ
ン
ド

な
ら
で
は
の
消
費
行
動
を
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

る
。日

本
企
業
の
イ
ン
ド
で
の

事
業
展
開
を
支
援
す
る
Ｓ
ｏ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
西
田
知
裕

代
表
取
締
役
が
、
食
品
・
飲

料
ビ
ジ
ネ
ス
を
中
心
に
イ
ン

ド
の
消
費
者
・
生
活
者
の
特

徴
、
食
分
野
を
中
心
と
し
た

消
費
者
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
ポ

イ
ン
ト
や
留
意
点
を
解
説
す

る
。
午
後
２
〜
４
時
、
大
商

で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

�オープニングセレモニーで記念撮影に臨
む千田一弘りそな銀行社長（左から３人
目）、近藤博宣大商専務理事（同２人目）ら
�会場は多くの来場者でにぎわった�いず
れも８月２１日、大阪市住之江区

一般社団法人ＩＴＣサ
ポーターズ代表理事
デザインエッグス代表
ＩＴコーディネータ

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
企

業
の
法
務
・
総
務
担
当
者
向

け
に
法
律
の
基
礎
知
識
を
学

ぶ「
企
業
法
実
務
基
礎
講
座
」

を
開
く
。

１０
月
７
日
か
ら
１１
月
２５
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
、
全
１６

講
座
で
、
会
場
参
加
（
大
商

会
議
室
）、オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

が
選
べ
る
。
参
加
者
同
士
の

交
流
会
も
実
施
。

大
手
企
業
の
法
務
部
門
責

任
者
ら
が
講
師
を
務
め
、
基

礎
的
な
法
律
分
野
を
幅
広
く

解
説
。
法
務
・
総
務
部
門
の

新
任
・
若
手
担
当
者
の
育
成

や
管
理
職
層
の
企
業
法
務
の

基
礎
知
識
の
整
理
の
格
好
の

機
会
。
受
講
者
か
ら
は
「
書

籍
に
書
か
れ
て
い
な
い
実
務

が
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
」

「
交
流
会
で
社
外
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
構
築
で
き
る
」
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

大
阪
ガ
ス
に
入
社
し
、
家
庭
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
部
門
で
法
人
営
業
、
販
売
企
画
を
経

験
し
た
後
、全
社
組
織
改
編
の
政
策
立
案
、

要
員
計
画
、人
事
異
動
調
整
を
経
験
し
た
。

そ
の
後
、
全
社
初
の
女
性
管
理
者
と
し
て

現
場
総
務
に
従
事
。
出
産
、
育
児
休
業
を

経
て
介
護
事
業
会
社
や
Ｉ
Ｔ
事
業
会
社
に

出
向
し
た
。

２
０
２
４
年
４
月
、大
阪
・
関
西
万
博
の

ガ
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
館
長
に
就
任
。
開
幕
に

向
け
た
準
備
で
は
、
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
業
務
や
進
捗
状

況
の
見
え
る
化
を
図
り
、
発
生
し
た
課
題

に
も
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
意
思
決
定
を
心
が
け
て
乗
り
越
え
た
。

期
中
で
発
生
し
た
コ
ス
ト
に
対
し
て
も
、

予
算
進
捗
状
況
の
見
え
る
化
や
フ
ォ
ロ
ー

に
よ
っ
て
当
初
の
予
算
内
に
収
め
た
。

職
場
と
し
て
の
魅
力
を
戦
略
的
に
広
報

し
、
パ
ビ
リ
オ
ン
ス
タ
ッ
フ
１
６
０
人
強

を
採
用
。
開
幕
後
は
こ
ま
め
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ケ
ア
で
、
ス
タ
ッ
フ
自
身

が
楽
し
ん
で
働
け
る
環
境
を
構
築
し
た
結

果
、
ス
タ
ッ
フ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
も

向
上
し
、
パ
ビ
リ
オ
ン
来
場
者
、
特
に
子

ど
も
か
ら
の
高
評
価
を
得
た
。

２５
年
度
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
受
賞
。
万

博
業
務
で
得
た
知
識
を
後
進
に
活
か
せ
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
残
し
つ
つ
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
、
官
民
一
体
で
の
地
域
社
会
の
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
１０
月

１５
日
、「
Ｍ
ｏ
Ｔ
Ｔ
ｏ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

中

堅
・
中
小
企
業
の
た
め
の
技

術
提
案
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
く
。

桂
川
国
際
特
許
事
務
所
の

中
筋
拓
弁
理
士
が
、
他
社
へ

の
協
業
提
案
で
押
さ
え
る
べ

き
知
財
リ
ス
ク
や
交
渉
の
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
。

ま
た
、
自
社
の
技
術
を
権

利
化
し
事
業
に
活
か
し
た
事

例
で
は
、
知
財
に
関
す
る
リ

ア
ル
な
成
功
・
失
敗
談
を
紹

介
す
る
。
午
後
３
時
〜
５
時

３０
分
、
大
商
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

万
博
ガ
ス
館
成
功
へ
と
導
く

イ
ン
ド
に
経
済
・
現
地
人
材
視
察
団

１１
月

製
造
拠
点
や
大
学
を
訪
問

＜８２＞

金澤 成子 さん

▼詳細は
こちら

一般社団法人 日本ガス協会 近畿部会
事務局長

女性リーダーたち

イ
ン
ド
販
路
開
拓
勉
強
会

食
分
野
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
勘
所

▼詳細は
こちら

活躍する

８０超の万博レガシー展示
ステージやグルメも用意
大商�新事業共創ファーム�ＰＲ

▼詳細は
こちら

法
律
の
基
礎
知
識
学
ぶ
場

企
業
法
実
務
基
礎
講
座

知
財
リ
ス
ク
や
交
渉
ポ
イ
ン
ト
解
説

技
術
提
案
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

▼詳細は
こちら

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
で

あ
べ
の
天
王
寺
に
ぎ
わ
う

三
菱
電
機
と
住
友
理
工

先
端
技
術
シ
ー
ズ
を
発
表

▼詳細は
こちら

現現場場活活用用ののリリアアルル
�２�

ＡＩの業務効率化事例

大阪商工会議所
経営相談室 専門相談員
鈴木 克彦氏
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業
務
自
動
化
と
ミ
ス
削
減
へ
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